
Ｅ 一一３ 居住環境に関する研究

一都市近郊農村地域について一
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1. 都市近郊 農村 におい ては生活 様式 の都市化に とも

ない 居住環境の整備が急務となってい る。農業経営 との

関連も考えあわせれば 単なる「 居住環 境の都市化」 では
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しえない問題点をもってい ると思われる。

農家世帯の生活基盤・生 活型変化の特性

今後の地域発展傾向に関する居住者 の意見

現 住地の居住環境に対 ナる

を明らかにし ，

り方，考え方を

都市近郊農村にお

考察する。

2. 京都府相楽郡木津町

するアンケート調査。

居住者の評価

ける居住 環境整備 のみ

精 華町 の農家 世帯 を対象 と

3.    1） 生活基 盤・生 活型　 在宅流出型 の賃 労働兼

業化 の進行。新 たな住宅 地開発の動向 も考 えあわせると

都 市通勤者 の居住 地とし ても整備 され る必要 があ る。

2） 今後 の発展傾向　　 都市近郊の地域 として住宅地

化 も積極的 に進 めるが，農業 もより発展 させ たい とい う

希望 があり, 可能性 もあ る。

3） 現住 地の評価　　 とくに 都市におけ る居住環境の

極悪化に 比し 自然環境条 件には恵 まれてい るこ と，居住

地 十農業経営地 として当地区の発展を期待しているこ と

な どを反映してか現住地に対する満足度は全般に高い。

しかし，生活の変容，生活意識の変化 にともない 日常生

活施設の要求は強い。

以 上から，都市近郊農村は「 農業経営地 十農業 従事者

居住地 十都市通勤者居住地」とい う性 格を具備するもの

として整備 されねばならない と思われる。


